
8-1-4 対外活動委員会ＷＧ（道路会社） 

 

1. 対外活動委員会 WG（道路会社）の概要 

(1) WG（道路会社）の活動目的 

毎年度、東日本高速道路(株)、中日本高速道

路(株)、西日本高速道路(株)、及び首都高速道

路(株)との意見交換会のために、建設コンサル

タントの現状と課題を踏まえて、道路会社に対

する「要望と提案」とその根拠資料としての

【付属資料】を作成する。 

(2) WG の構成（委員） 

WG 長には対外活動委員会副委員長があたり、

対外活動委員会から道路会社担当委員 2名、道

路会社業務検討 WG、技術部会から道路専門委員

会、道路構造物専門委員会、施工管理専門委員

会の委員長・委員を中心にメンバーを選出し、

10 名程度の体制での WG 構成とする。 

2. 主な活動の記録 

(1) WG の開催（WEB 会議方式） 

令和2年8月21日に第1回WG、9月24日に第2回

WGを開催した。各専門委員会で実態調査・意見

集約した結果や、別途実施されている道路会社

業務検討WGによる発注者との実務者検討会での

検討課題等を整理し、各道路会社向け「要望と

提案」および【付属資料】を検討・作成した。 

(2) 対外活動委員会での協議 

上記WGで検討した「要望と提案」および【付

属資料】については、10月の対活・白書合同委

員会で協議して、内容を詰めた。 

(3) 意見交換会の開催（WEB 会議方式） 

4つの道路会社との意見交換会については以

下の日時で開催された。 

11 月  9 日：首都高速道路(株) 

11 日 16 日：中日本高速道路(株) 

11 月 19 日：東日本高速道路(株) 

12 月  2 日：西日本高速道路(株) 

3. 各道路会社向け「要望と提案」の骨子 

意見交換会に用いた「要望と提案」は以下のと 

おりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 次年度の活動について 

次年度も、今年度と同様の活動を継続する。 

（対外活動委員会ＷＧ（道路会社）ＷＧ長 

江守 昌弘） 

Ⅰ．担い手の育成 ・確保のための環境整備 
(1)建設産業全体の働き方改革と生産性向上に向けた受発注者協

働による取組み推進・強化 

①十分な履行期間の確保への取組み強化（東・中・西） 

②受発注者協働によるワークライフバランスの改善に向けての

施策の推進・強化（東・中・西・首） 

③設計業務発注後の手待ちや無駄を避けて生産性を向上させる

ための拡幅・改築・耐震補強設計などにおける設計発注前の

確実な準備（東・中・西） 

④BIM/CIM 活用による建設生産・管理システム全体にかかる生

産性向上への取組み（東・中・西） 

〇ICT（CIM、3次元情報管理等）導入・活用促進による計画～設

計～施工～維持管理に係る生産性向上への協働での取組み

（首） 

○保全業務等での建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄのより一層の活用の検討（首） 

(2)受発注者協働による災害対応に向けた環境整備 

○被災地域に対する改正品確法に基づく迅速かつ適切な災害対

応と改正労働基準法遵守との両立（中・西） 

〇被災地域に対する改正品確法に基づく迅速かつ適切な災害対

応と災害対応での人材協力で影響を受ける他業務での改正労

働基準法遵守との両立（東） 

(3)高速道路事業対応の安定性確保と設計能力維持に向けての環

境整備 

①中長期的な事業計画に基づく事業量の安定化（東・中・西） 

②実態に即した歩掛・積算体系への改善及び整備（中・西） 

③「設計変更ガイドライン」の充実および適用事例の充実

（東・中・西） 

(4)人材確保・育成、新たな事業推進形態の環境整備 

○若手技術者・女性技術者の活用・育成のための入札・契約制度

の工夫改善の推進（東・中・西・首） 

Ⅱ．技術力による選定 
■プロポーザル方式・総合評価落札方式等の適確な運用・改善 

○総合評価落札方式の運用における低入札防止策の強化（東・中） 

○プロポーザル方式・総合評価落札方式等の改善（西） 

○プロポーザル方式の継続的な実施（首） 

Ⅲ．品質の確保・向上 
(1)受発注者それぞれの役割を踏まえたエラー防止への取組み 

①「設計変更ガイドライン」の運用の徹底に基づく確実・適切

な設計変更（東・中・西） 

②受発注者合同現地踏査の実施、マイルストーン管理、ワンデ

ーレスポンスの実施及び特記仕様書での設計条件明示の徹底

と効果的運用のための継続的改善（東・中・西・首） 

③契約業務完了後に契約せずに依頼される、工事発注や工事対

応のための設計や図面の修正業務に対する適切な費用計上

（中・西） 

○品質確保のための適正な報酬の設定（首） 

(2)参考図の位置づけおよび責任の明確化 

〇設計条件が確定できない段階で策定する仮設図・架設図・施

工図・規制図および橋梁付属物設計図の工事発注時の取り扱

いの明確化（東・中・西） 

(3)維持管理・更新事業等における技術的課題の改善 

①設計者・施工者連携方式（ECI方式など）の検討等合理的な入

札契約制度の選定（東・中・西） 

②補修・補強設計における適切な費用計上（東・中・西） 

③高度な技術が要求される場合の補修・補強設計業務における

プロポーザル方式の採用（西） 

Ⅳ．施工管理業務の改善((首)はなし) 
■施工管理の労働環境の改善（東・中・西） 

①ネクスコ職員と施工管理者の業務区分の明確化 

②要領や仕様書の変更などの情報を施工管理員にもリアルタイ

ムに伝える方法の確立（中・西） 

③残業時間の削減 

④より少ない施工管理員で業務実施ができる業務改善 

⑤施工管理車両の増加（中・西） 

⑥施工管理員へのテレワークの導入（中・西） 
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